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【研究活動の要約】 

本研究からは平成 25 年度よりの継続事業です。本研究では、①資料（古地図・文書）調査、②集落

調査、③石造物調査、④街道調査、という４つの柱を立てて、調査を行いました。いずれも地域の歴史

を知るための基本調査となります。これらの成果をもとに⑤舞鶴での展示や報告も行いました。 

①では、江戸時代の丹後国や加佐郡域を記した絵図や明治時代以降の地籍図、また地域に残る古文書

などを調査し、重要な資料は翻刻を行い、また写真撮影を実施しました。 

②～④は、現在の地域に残された歴史的痕跡の調査です。今年度は舞鶴市和田地区の方々にお世話に

なり、集落内の景観や石造物の調査を行いました。また由良川から東舞鶴までの旧街道の調査を行いま

した。⑤は後述します。 

【研究活動の成果】 

上記①で特に重要と思われた江戸時代の絵図 6 点については、専門業者による撮影を実施しました。

また、郷土資料館や各地区の公民館等で所蔵されている明治時代の地籍図のうち 20 点については、本

学の所蔵している A1 フラットベットスキャナーでスキャンする作業を行いました。大型の地図は調査

や公開が難しいですが、このような記録化により、未来に地域遺産を継承し、それらを用いた地域史の

解明が可能となりました。

これらの記録化と研究分析によって明らかになった成果については、舞鶴市郷土資料館の企画展「丹

後国絵図」展（平成 26 年 9 月 13 日〔土〕～10 月 26 日〔日〕）で披露しました。 
そのほか、舞鶴市内の堂奥地区、和田地区の集落調査により、地区の社会構造と地域遺産との関係が

浮かび上がってきました。その内容の一部は、平成 27 年 3 月 1 日に現地で調査報告会を実施しました。 

【研究成果の還元】 

・舞鶴市郷土資料館の企画展「丹後国絵図」展（平成 26 年 9 月 13 日〔土〕～10 月 26 日〔日〕）での

展示解説文の執筆、展示解説を担当しました。 

・平成 27 年 3 月 1 日、舞鶴市堂奥公民館にて、堂奥地区の調査と古地図調査の成果について、地元報

告会を開催しました。（参加者 30 名） 
・報告書は平成 27 年度に京都府立大学文学部歴史学科文化遺産叢書（第 10 集）として刊行予定です。 

【お問い合わせ先】   文学部（研究科） 歴史学科 准教授・上杉和央 

  Tel: 075-703-5278 E-mail: kuesugi@kpu.ac.jp 
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